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最近の天然色窯眞の傾向

　天然色篤虞は未だ完威といえないので，どんどん薪し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル　　ロい方法が案出されている．フラソスでは一昨年Roux

カヲ　

Colorというのができたとい5が詳細はわからない．昨

年アメリカのDu　Pont就は合成樹脂のペースを用い，

ゼラチソを用いずしてこのべ戸スの中に感光暦を入れる

醐期的な天然色窩眞を費出したということである．

　　　一　　　　　　x　・　，　，㌧生　産、研　究

　　　　　　な
　　葺層感光乳翻脚堆々難顯があるのでこれを謝よ
　ケど参る工夫は盛んになされているが，昨年H6｝nsbyと

　V）う人q）イぞゾス特許はぺ一スの爾側に2暦を塗布して

　別々に塵理し，他の一暦を尉にそのいずれかの面に接し

　て附けるどいう方法を提案している．また同氏は別にぺ

　Pスの上に2暦の乳剤を塗布し，これにあらかじめ減色

　法の2つのカップラを入れて置き；これに一つは上から

　他は裏から夫々のネガを焼付け，弐ぎに上に第3のカッ

　プラを入れた第3の乳剤を塗り，これにそのネガを擁付

　け後に一度に護色現像するとい5方法を取つている．

．　アメリカでは天然色テレビジョンがそろそろ蜜際化し

　そうである．その時天然色映豊がこれと競畢してどうな

　るだろうかとの論議があるカ㍉爾方共に榮えるのでなか

　ろうかと思われる．筆者は最近1947年にソ蓮でつくら

　れた「スポーツパレード」と1948年につくられた「シ

　ベリア物語」を見る機會を得たが，前者で不滞足な色が

　後者で大攣改良されていることを知り，またアメリカの』

　天然色映寳が一作毎によくなつているのを見ても，各國

　で天然色窩眞の研究が一：・日の休もなく行われていること

　が想儀され，日本も是非早く美しい天然色映甕を簑際化

　して欲しいと希5ものである．（1950．3．　1）
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酸素電極を翠極とし7Z熔

融鑛澤電池の起電力測定

松下幸雄・森一美（冶金）

　　銀を熔かして，その中に酸素ガスを吹込んだものを

　酸素電極として使用する方法は・1916年にwp・
　Treadwellが嚢表している．最近新扶桑金屡の大中氏t

lが，熔融鑛津の酸化力の慶化を測定するのにこの酸素

　電極を用いている．鑛津の酸化力を測定することは製

　鋼化學ではきわめて大切であるレ，また地球化學では

　熔融珪酸塵の酸化力を知ることは，鑛物の成因を知る

　上に極めて必要とされているが，これらの方法の確立

　したものは未だないのである．本研究では上記の酸素

　電極を用いて，鑛津の酸化力の尺度を輿えると考えら

　れ1τいるFeO成分の活量を，電氣化學的lc測定し，

　あわせてこの酸素電極の起電反感の機構を考えようと

　したものである．

　　装置は第1圖に示す．ムライト管に銀を熔融し，そ

　の中に石英管によつて酸素を吹込み，導線としてnヅ

　ケル線髪用いたものが酸素極であD，また一方の輩極

　はアランダム管中で熔融した鑛津で，それに浸した純

　鐵と酸素極の問の起電力を藁窒管電塵計で測定する．

　常に酸素電趣力｛㊥であb，鐵極力㌔になる．

　　始めic　N・，0・二SiO、．66％，　F・O・34％の鑛津1（つ〆

　て，銀申に酸素を通さないで，ムライト管申の塵力を
LitsEgi！EEdvfis“ンプによつて攣イ瞳て瀧力の難蹴
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してみた．起電

力は，塵力が減

ずると共に小さ

くなつて行くこ
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のことは反慮起

電力に氣禮が關

與しており，酸

素を吹込んだ揚

合は。この酸素

が起電反慮にあ

つかることを示

すものである．

　多くに　　Sio2－

CaO－・A1203系に

Feoを加えた鑛

酸素カス＿
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石英管
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アランダム智

融鉱，宰

津について，銀中に酸素を吹込んだ揚合の起電力を測

定した一例を第

2圖に示す．鑛

津の成分はSi儀

一51．67％，CaO－

23．79％，A1203－

13．26　％，　FeO－

11．28％である．

このような測定
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　　　　　第2圖　’

をFeOの濃度を攣えて行t‘’・，一方純FeOの揚合の起

電力を基準にとれば，FeOの活量溺測定閏來るものと

考えてv・るのであ”る．（1950・3・7），
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